
  

 
 
 
 
 
 

 

○テーマ・概要                

 

 

○内 容 

当日は、高校生など若年層の参加が多かったため、姫路環境人間キャ

ンパスの紹介なども交えて、オンラインながらも和やかな雰囲気のも

と講座がはじまった。 

講座では、街のレジリエンスを構成する力（ショック耐性や回復力）

を、住民たちが日頃からどのように育んでおく必要があるのか、主に神

奈川県鎌倉市の事例に基づきながら解説された。一般的に観光都市と

いうイメージが通説となっている鎌倉では、オーバーツーリズムに悩まされてきた経緯もある。その鎌

倉では、鎌倉で住まうこと、働くことを住民たちが見つめ直す「カマコン」という学びあいの取り組み

が行われてきた。観光だけではない「鎌倉をこんな街にしたい！」という想いが共有されていて、ご近

所での暮らし方、働き方、なりわいを考え、行動に起こすプロジェクトが 50件近く実施されてきた。こ

うした日頃からの経験が、いざというときの分かちあいの精神に基づく身近な経済＝コミュニティ経済

として、コロナ禍のもと鎌倉のなりわい継続に一役かっていることなどが紹介された。 

世界的にみてもコロナパンデミックを契機に、徒歩圏内のご近所コミュニティの見直しと再創造に舵

を切る都市が多くなってきている。講座の終盤では、そうした世界的潮流や日本の鎌倉などの経験も踏

まえながら、ポストコロナ期に期待される街の方向性が受講者に問いかけられた。 

緊急事態宣言の発出により、当初予定されていた対面形式での公開講座は実現できなかった。オンラ

インでの実施ではあったが、受講者とチャットを通じた活発な質疑が交わされるとともに良好なアンケ

ート結果が示されるなど、とても有意義な公開講座となった。 

令和３年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【パンデミックと街のレジリエンス 

ーコミュニティ経済論からの提言―】 
日 時:  2021 年 8月 28 日（土）13:30～15:00 

受講者数: 21組（27 人） 

  

  
 コロナパンデミックにより急激な変化に見舞われた身近な街を、今後、私たちはどのようにまなざし

ていく必要があるでしょうか。奮闘する多才な人びとの希望の灯をかき消さないために、街のしなやか

な強さを育む都市研究の最前線に迫りました。なお、今回は新型コロナウイルス感染症への対応から Web

公開講座としました。 


